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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相手側コネクタ装置との嵌合連結が行われる所定の方向に伸びる嵌合係合部を形成する
ものとされて、配線基板上に配されるハウジングと、
　上記所定の方向に沿って配列配置されて上記ハウジングにより保持され、各々が上記配
線基板に設けられたシグナル端子部に接続されるシグナル接続端子部と上記嵌合係合部に
配されるシグナル用接触部とを有し、該シグナル用接触部が上記相手側コネクタ装置に配
された相手側シグナルコンタクトに接触するものとされる複数のシグナルコンタクトと、
　該複数のシグナルコンタクトの配列中に配されて上記ハウジングにより保持され、上記
配線基板に設けられたグラウンド端子部に接続されるグラウンド接続端子部と上記嵌合係
合部に配されるグラウンド用接触部とを有し、該グラウンド用接触部が上記相手側コネク
タ装置に配された相手側グラウンドコンタクトに接触するものとされる少なくとも一つの
グラウンドコンタクトと、
　上記ハウジングにおける上記所定の方向に伸びる外側面部に沿うものとされた本体部を
有して上記ハウジングの外面部に取り付けられ、上記配線基板における上記グラウンド端
子部を含むグラウンド電位部に接続される導電性シェルと、
を備えて成り、
　上記導電性シェルが、上記本体部における上記グラウンドコンタクトのグラウンド接続
端子部に対応する部位に形成されたコンタクト係合部を有し、該コンタクト係合部が上記
グラウンド接続端子部に設けられた被係合部に係合することにより位置決めされ、上記被
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係合部が上記グラウンド接続端子部における括れ部を成すものとされることを特徴とする
コネクタ装置。
【請求項２】
　上記導電性シェルが一対備えられ、該一対の導電性シェルが上記ハウジングを挟んで相
互対向するものとされることを特徴とする請求項１記載のコネクタ装置。
【請求項３】
　上記グラウンドコンタクトが、上記複数のシグナルコンタクトの配列中に所定の間隔を
おいて複数個配され、上記導電性シェルの本体部における複数のグラウンドコンタクトの
グラウンド接続端子部に夫々対応する複数の部位の各々に上記コンタクト係合部が形成さ
れていることを特徴とする請求項１記載のコネクタ装置。
【請求項４】
　上記コンタクト係合部が、上記被係合部を挟む二股形状部を成すことを特徴とする請求
項１記載のコネクタ装置。
【請求項５】
　上記導電性シェルの本体部における上記コンタクト係合部が形成された部位に連なる部
位に、上記複数のシグナルコンタクトのシグナル接続端子部との接触を回避する上記所定
の方向に沿って伸びる切欠部が形成されていることを特徴とする請求項１記載のコネクタ
装置。
【請求項６】
　上記導電性シェルの本体部における両端部分の夫々に取付部が形成されているとともに
、上記ハウジングに上記取付部が係合する被取付部が形成されていて、上記取付部が上記
被取付部に係合せしめられて、上記導電性シェルが上記ハウジングの外側面部に取り付け
られることを特徴とする請求項１記載のコネクタ装置。
【請求項７】
　上記導電性シェルの本体部における両端部分の夫々に、該導電性シェルの剛性を高める
段部が形成されていることを特徴とする請求項１記載のコネクタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の特許請求の範囲に記載された発明は、ソリッド配線基板等の配線基板に装着され
て用いられ、例えば、別のソリッド配線基板等の配線基板に装着された相手側コネクタ装
置に嵌合連結されるコネクタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機等の比較的小型な電子機器においても、種々の電子部品が多数内蔵されるが
、それらの電子部品の多くは各々がソリッド配線基板等とされる複数の配線基板に実装さ
れて、各々の機能を果たすものとされる。各種の電子部品が実装された複数の配線基板は
、例えば、それらのうちの二つについて見ると、比較的小型な電子機器の内部という限ら
れたスペースに収容されるにあたって占有容積をできるだけ小とすべく、一方が他方に対
面近接して重ね合わせられる配置をとって相互連結されざるを得ないものとされる。この
ような二つの配線基板のうちの一方が他方に対面近接して重ね合わせられる連結態様を、
以下においては対面近接重ね合わせ連結ということとする。
【０００３】
　一般的に、各々がソリッド配線基板等とされる複数の配線基板の相互連結は、各配線基
板にコネクタ装置が装着され、それらのコネクタ装置が相互接続されることにより行われ
ることが多く、二つの配線基板についての対面近接重ね合わせ連結をする場合においても
、各配線基板に装着されるコネクタ装置を用いることが考えられる。斯かる際、例えば、
二つの配線基板のうちの一方に装着されるコネクタ装置がリセプタクルコネクタとされて
、二つの配線基板のうちの他方に装着される相手側コネクタ装置がプラグコネクタとされ
、二つの配線基板の対面近接重ね合わせ連結が行われるときには、プラグコネクタがリセ
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プタクルコネクタに嵌合連結される。
【０００４】
　斯かる場合、リセプタクルコネクタは、二つの配線基板のうちの一方に配されるリセプ
タクル側ハウジングを備え、また、プラグコネクタは、二つの配線基板のうちの他方に配
されるプラグ側ハウジングを備える。そして、プラグ側ハウジングは、例えば、その長手
方向に伸びて、リセプタクル側ハウジングにその長手方向に伸びるものとして設けられた
嵌合凹部に挿入される嵌合凸部を形成するものとされる。これらのリセプタクル側ハウジ
ングに設けられた嵌合凹部及びプラグ側ハウジングが形成する嵌合凸部の夫々は、相互に
嵌合連結される嵌合係合部を構成している。
【０００５】
　このようなもとで、リセプタクルコネクタ及びプラグコネクタのいずれか、例えば、リ
セプタクルコネクタについて考察すると、リセプタクルコネクタが備えるリセプタクル側
ハウジングには、リセプタクル側ハウジングが配された配線基板（リセプタクル側配線基
板という。）に設けられた複数のシグナル端子部に夫々接続される複数のリセプタクル側
シグナルコンタクトが、嵌合凹部に沿って配列配置されて設けられ、さらに、リセプタク
ル側配線基板に設けられたグラウンド端子部に接続されるリセプタクル側グラウンドコン
タクトが設けられる。斯かるリセプタクル側ハウジングを備えたリセプタクルコネクタに
あっては、リセプタクル側ハウジングに配列配置された複数のリセプタクル側シグナルコ
ンタクトに対する、外部からの電磁波ノイズ対策、即ち、外部からの電磁波ノイズに対す
るシールド効果を得るための対策が必要とされる。
【０００６】
　そのため、従来においては、前述のような嵌合凹部が設けられたリセプタクル側ハウジ
ングを備えてリセプタクル側配線基板に装着されるリセプタクルコネクタであって、その
リセプタクル側ハウジングにおける嵌合凹部の外側部分を部分的に覆い、リセプタクル側
配線基板におけるグラウンド端子部を含むグラウンド電位部に接続されてグラウンド電位
が与えられるものとされる導電性シェルを備え、その導電性シェルによってリセプタクル
側ハウジングに配列配置された複数のリセプタクル側シグナルコンタクトに対する外部か
らの電磁波ノイズに対するシールド効果が得られるようにしたものが提案されている（例
えば、特許文献１及び特許文献２参照。）。
【０００７】
　上述の特許文献１に開示されている、従来提案されたリセプタクルコネクタ（レセプタ
クルコネクタ(1))にあっては、リセプタクル側ハウジング（レセプタクル側ハウジング（
3)) に、その長手方向に沿って配列配置された複数のリセプタクル側信号コンタクト（レ
セプタクル側信号コンタクト(5S)) と複数のリセプタクル側グラウンドコンタクト（レセ
プタクル側グランドコンタクト(5G)) とが設けられているとともに、複数のリセプタクル
側信号コンタクトに対する外部からの電磁波ノイズに対するシールド効果をもたらす導電
性シェル（シェル(7))が取り付けられている。導電性シェルは、略矩形フレーム状に形成
されてリセプタクル側ハウジングの外側面部を包囲するシェル本体(71)を有しており、シ
ェル本体(71)は、各々がリセプタクル側ハウジングの長手方向に沿って伸びるものとされ
て相互対向する一対の側面板(71a) と各々がリセプタクル側ハウジングの長手方向に直交
する方向に沿って伸びるものとされて相互対向する一対の端面板(71b) とを含んで構成さ
れている。
【０００８】
　導電性シェルは、シェル本体(71)がリセプタクル側ハウジングに取り付けられることに
よって、リセプタクル側ハウジングに取り付けられたものとされる。そして、シェル本体
(71)のリセプタクル側ハウジングへの取付けは、一対の端面板(71b) の夫々に形成された
保持部(77)が、リセプタクル側ハウジングの端部(32d) に圧入されて保持されるとともに
、一対の側面板(71a) の夫々の中央部に連結された係止部(75)が、リセプタクル側ハウジ
ングの側壁部(32c) に形成された係合部(32h) に係合せしめられることにより行われてい
る。
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【０００９】
　斯かるもとで、シェル本体(71)の一対の端面板(71b) の夫々から伸びるホールドダウン
兼用シェル端子部(76)が、リセプタクル側ハウジングが配されるリセプタクル側配線基板
（第１のプリント基板(21)) におけるグランド用パッドに半田付けされる。それにより、
シェル本体(71)にグラウンド電位が与えられ、シェル本体(71)を有した導電性シェルによ
る複数のリセプタクル側信号コンタクトに対する外部からの電磁波ノイズに対するシール
ドが行われる。
【００１０】
　また、上述の特許文献２に開示されている、従来提案されたリセプタクルコネクタ（レ
セプタクル(100))にあっては、リセプタクル側ハウジング（レセプタクルハウジング（11
0)) に、その長手方向に沿って配列配置された複数のリセプタクル側信号コンタクト（レ
セプタクルコンタクト(150))と複数のリセプタクル側グラウンドコンタクト（グランドコ
ンタクト(150g)) とが設けられている。また、リセプタクル側ハウジングにおけるその長
手方向に伸びて相互対向する一対の長壁部(126) に一対の金属製の被モニタ部材(160) が
夫々取り付けられて、一対の長壁部(126) の夫々の外面部が被モニタ部材(160) によって
覆われているとともに、リセプタクル側ハウジングにおけるその長手方向に直交する方向
に伸びて相互対向する一対の短壁部(128) に一対の金属製のロック部材(180) が夫々取り
付けられて、一対の短壁部(128) の夫々の外面部がロック部材(180) によって覆われてい
る。
【００１１】
　一対の被モニタ部材(160) の夫々のリセプタクル側ハウジングにおける長壁部(126) へ
の取付けは、被モニタ部材(160) の両端部分に夫々設けられた被保持部(164) がリセプタ
クル側ハウジングにおける長壁部(126) に設けられた第２保持部(134) に圧入保持される
ことにより行われており、また、一対のロック部材(180) の夫々のリセプタクル側ハウジ
ングにおける短壁部(128) への取付けは、ロック部材(180) の両端部分に夫々設けられた
被保持部(192) がリセプタクル側ハウジングにおける短壁部(128) に設けられた第３保持
部(136) に圧入保持されることにより行われている。
【００１２】
　そして、一対の被モニタ部材(160) と一対のロック部材(180) とは、一対の被モニタ部
材(160) の夫々の両端部が各ロック部材(180) の端部に近接せしめられて、リセプタクル
側ハウジングの外側面部を包囲する金属枠状体を形成するように配されており、各々がリ
セプタクル側ハウジングが配されるリセプタクル側配線基板（基板(300))におけるグラウ
ンド部に接続されている。それにより、一対の被モニタ部材(160) と一対のロック部材(1
80) とは、グラウンド電位が与えられて、リセプタクル側ハウジングに配列配置された複
数のリセプタクル側信号コンタクトに対する外部からの電磁波ノイズに対するシールド作
用をもたらす導電性シェルを構成していることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００８－２１８０９５号公報（段落：００２４～００３４，００３
８～００４０，図５～７，９～１１）
【特許文献２】特開２０１３－２０７０７号公報（段落：００２３～００３０，００３５
，００３９，００４０，図１，２，５～７，１０，１２，１５）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上述の特許文献１に示されるような、略矩形フレーム状に形成されてリセプタクル側ハ
ウジングの外側面部を包囲するシェル本体を有する導電性シェルを備えた従来提案されて
いるリセプタクルコネクタにあっては、シェル本体のリセプタクル側ハウジングへの取付
けが、シェル本体が有する一対の端面板の夫々に形成された保持部が、リセプタクル側ハ
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ウジングの端部に圧入されて保持されるとともに、シェル本体が有する一対の側面板の夫
々の中央部に連結された係止部が、リセプタクル側ハウジングの側壁部に形成された係合
部に係合せしめられることにより行われるので、シェル本体が有する一対の側面板の夫々
の中央部に連結された係止部が係合するリセプタクル側ハウジングの側壁部に形成された
係合部が、所定の強度を有するものとされることが必要とされ、斯かる強度を得るためリ
セプタクル側ハウジングの側壁部の肉厚が比較的大とされることになる。それにより、リ
セプタクル側ハウジングの小型・軽量化を図ることができず、リセプタクル側ハウジング
に取り付けられた導電性シェルを備えたリセプタクルコネクタに望まれる小型化の実現に
支障がきたされることになってしまう。
【００１５】
　また、上述の特許文献２に示されるような、リセプタクル側ハウジングの外側面部を包
囲する金属枠状体を形成するように配された一対の被モニタ部材と一対のロック部材とに
より構成される導電性シェルを備えた従来提案されているリセプタクルコネクタにあって
は、一対の被モニタ部材の夫々のリセプタクル側ハウジングにおける長壁部への取付けが
、被モニタ部材の両端部分に夫々設けられた被保持部がリセプタクル側ハウジングにおけ
る長壁部に設けられた第２保持部に圧入保持されることにより行われるので、被モニタ部
材における両端部分の間の帯状を成す部分、特に、斯かる帯状を成す部分の中央部が、リ
セプタクル側ハウジングにおける長壁部に対する位置決めが適正に行われず、例えば、リ
セプタクル側ハウジングにおける長壁部から離隔するように反り出してしまう虞がある。
とりわけ、リセプタクル側ハウジングのリセプタクル側配線基板から突出する方向の寸法
である厚み寸法が低減されて低背化が図られるもとにあっては、それに伴って被モニタ部
材における両端部分の間の帯状を成す部分の幅寸法が低減され、その結果、被モニタ部材
の帯状を成す部分がリセプタクル側ハウジングにおける長壁部から離隔する反出しを起こ
し易いものとなってしまうという不都合が生じる。
【００１６】
　斯かる点に鑑み、本願の特許請求の範囲に記載された発明は、複数のシグナルコンタク
トと少なくとも一つのグラウンドコンタクトとが配列配置されて配線基板上に配されるハ
ウジングと、ハウジングにおける外側面部に取り付けられて配線基板におけるグラウンド
電位部に接続される導電性シェルとを備え、リセプタクルコネクタとして用いることがで
きるコネクタ装置であって、ハウジングについてその外側面部の肉厚を比較的大とするこ
とが要されることなく小型・軽量化を図ることができ、さらに、配線基板から突出する方
向の寸法である厚み寸法を低減させる低背化を図ることができるもとで、導電性シェルの
ハウジングにおける外側面部に対する位置決めを適正かつ確実に行うことができるものを
提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本願の特許請求の範囲における請求項１から請求項７までのいずれかに記載された発明
（以下、本願発明という。）に係るコネクタ装置は、相手側コネクタ装置との嵌合連結が
行われる所定の方向に伸びる嵌合係合部を形成するものとされて、配線基板上に配される
ハウジングと、上述の所定の方向に沿って配列配置されてハウジングにより保持され、各
々が配線基板に設けられたシグナル端子部に接続されるシグナル接続端子部と嵌合係合部
に配されるシグナル用接触部とを有し、シグナル用接触部が相手側コネクタ装置に配され
た相手側シグナルコンタクトに接触するものとされる複数のシグナルコンタクトと、複数
のシグナルコンタクトの配列中に配されてハウジングにより保持され、配線基板に設けら
れたグラウンド端子部に接続されるグラウンド接続端子部と嵌合係合部に配されるグラウ
ンド用接触部とを有し、グラウンド用接触部が相手側コネクタ装置に配された相手側グラ
ウンドコンタクトに接触するものとされる少なくとも一つのグラウンドコンタクトと、ハ
ウジングにおける上述の所定の方向に伸びる外側面部に沿うものとされた本体部を有して
ハウジングの外面部に取り付けられ、配線基板におけるグラウンド端子部を含むグラウン
ド電位部に接続される導電性シェルとを備えて成り、導電性シェルが、それが有する本体
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部におけるグラウンドコンタクトのグラウンド接続端子部に対応する部位に形成されたコ
ンタクト係合部を有し、そのコンタクト係合部がグラウンド接続端子部に設けられた被係
合部に係合することにより位置決めされ、被係合部がグラウンド接続端子部における括れ
部を成すものとされることを特徴とする。
【００１８】
　斯かるもとで、グラウンドコンタクトのグラウンド接続端子部に設けられた被係合部は
、例えば、グラウンド接続端子部における括れ部を成すものとされ、また、導電性シェル
が有する本体部に形成されたコンタクト係合部は、例えば、グラウンドコンタクトのグラ
ウンド接続端子部に設けられた被係合部を挟む二股形状部を成すものとされる。
【００１９】
　上述のように構成される本願発明に係るコネクタ装置においては、複数のシグナルコン
タクトと少なくとも一つのグラウンドコンタクトとを保持して配線基板上に配されるハウ
ジングにおける外側面部に沿うものとされた本体部を有して、ハウジングの外面部に取り
付けられる導電性シェルが、配線基板におけるグラウンド電位部に接続されるものとされ
、それにより、ハウジングに配列配置されて保持された複数のシグナルコンタクトに対す
る外部からの電磁波ノイズに対するシールド作用をもたらす。そして、導電性シェルは、
それが有する本体部におけるグラウンドコンタクトのグラウンド接続端子部に対応する部
位に形成されたコンタクト係合部を有し、そのコンタクト係合部がグラウンド接続端子部
に設けられた被係合部に係合することにより、ハウジングにおける外側面部に対して位置
決めされる。
【００２０】
　このように、導電性シェルが有する本体部に形成されたコンタクト係合部がグラウンド
コンタクトのグラウンド接続端子部に設けられた被係合部に係合するもとで、被係合部は
、グラウンド接続端子部における括れ部を成すものとされ、また、コンタクト係合部は、
例えば、グラウンド接続端子部における括れ部を成すものとされた被係合部を挟む二股形
状部を成すものとされる。斯かる際には、コンタクト係合部の被係合部に対する係合が、
確実かつ堅固なものとされる。
【００２１】
　また、ハウジングにおける外側面部に沿うものとされた本体部を有してハウジングの外
面部に取り付けられる導電性シェルは、例えば、一対設けられ、斯かる一対の導電性シェ
ルは、ハウジングを挟んで相互対向するものとされる。さらに、ハウジングにより保持さ
れるグラウンドコンタクトは、例えば、複数のシグナルコンタクトの配列中に所定の間隔
をおいて複数個配され、その際には、導電性シェルの本体部における複数のグラウンドコ
ンタクトのグラウンド接続端子部に夫々対応する複数の部位の各々に、グラウンドコンタ
クトのグラウンド接続端子部に設けられた被係合部に係合するコンタクト係合部が形成さ
れる。
【発明の効果】
【００２２】
　上述のような本願発明に係るコネクタ装置は、複数のシグナルコンタクトと少なくとも
一つのグラウンドコンタクトとが配列配置されて配線基板上に配されるハウジングと、ハ
ウジングの外面部に取り付けられて配線基板におけるグラウンド電位部に接続される導電
性シェルとを備えて構成されていて、プラグコネクタが相手側コネクタ装置として連結さ
れるリセプタクルコネクタとして用いることができる。そして、本願発明に係るコネクタ
装置にあっては、ハウジングの外面部に取り付けられる導電性シェルが、ハウジングにお
けるシグナルコンタクトとグラウンドコンタクトとの配列方向に伸びる外側面部に沿うも
のとされた本体部を有したもとで配線基板におけるグラウンド電位部に接続されるものと
され、それにより、ハウジングに配列配置されて保持された複数のシグナルコンタクトに
対する外部からの電磁波ノイズに対するシールド作用をもたらす。
【００２３】
　斯かるもとで、導電性シェルは、それが有するシグナルコンタクトとグラウンドコンタ
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クトとの配列方向に伸びる本体部におけるグラウンドコンタクトのグラウンド接続端子部
に対応する部位に形成されたコンタクト係合部を有し、そのコンタクト係合部がグラウン
ド接続端子部における括れ部を成すものとして設けられた被係合部に係合することにより
、ハウジングにおける外側面部に対して位置決めされるので、本願発明に係るコネクタ装
置によれば、ハウジングについてその外側面部の肉厚を比較的大とすることが要されるこ
となく小型・軽量化を図ることができ、さらに、配線基板から突出する方向の寸法である
厚み寸法を低減させる低背化を図ることができるもとで、導電性シェルのハウジングにお
ける外側面部に対する位置決めを適正かつ確実に行うことができることになる。それによ
り、ハウジングの厚み寸法が低減されて低背化が図られ、それに伴って、ハウジングの厚
み方向に沿う方向の寸法である導電性シェルの幅寸法が低減されるもとにあっても、例え
ば、導電性シェルの本体部がハウジングにおける外側面部から離隔する反出しを生じてし
まう虞が回避される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本願発明に係るコネクタ装置の一例を、それが配線基板に装着されるとともに、
相手側コネクタ装置が対向せしめられた状態のもとに示す斜視図である。
【図２】本願発明に係るコネクタ装置の一例を示す平面図である。
【図３】本願発明に係るコネクタ装置の一例が備えるハウジング，複数のシグナルコンタ
クト，複数のグラウンドコンタクト及び導電性シェルを、導電性シェルがハウジングから
分離された状態をもって示す斜視図である。
【図４】図２における一点鎖線枠Ｂ内を拡大して示す部分平面図である。
【図５】図１における一点鎖線枠Ａ内を拡大して示す部分斜視図である。
【図６】図１に示される相手方コネクタ装置が備えるハウジング，複数の相手方シグナル
コンタクト，複数の相手方グラウンドコンタクト及び一対の金属部材を、一対の金属部材
がハウジングから分離された状態をもって示す斜視図である。
【図７】図６における一点鎖線円Ｃ内を拡大して示す斜視図である。
【図８】本願発明に係るコネクタ装置の一例と相手方コネクタ装置とが相互嵌合した状態
を示す斜視図である。
【図９】本願発明に係るコネクタ装置の一例と相手方コネクタ装置とが相互嵌合した状態
を示す平面図である。
【図１０】本願発明に係るコネクタ装置の一例と相手側コネクタ装置とが相互嵌合した状
態を示す側面図である。
【図１１】図１０におけるXI－XI線断面を示す断面図である。
【図１２】図１０における XII－XII 線断面を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　本願発明を実施するための形態は、以下に述べられる本願発明についての実施例をもっ
て説明される。
【実施例】
【００２６】
　図１は、本願発明に係るコネクタ装置の一例を成すリセプタクルコネクタ１１と相手側
コネクタ装置を成すプラグコネクタ１２とを、プラグコネクタ１２がリセプタクルコネク
タ１１に対向せしめられた状態のもとに示す。リセプタクルコネクタ１１は、配線基板１
３に装着されている。プラグコネクタ１２は、リセプタクルコネクタ１１に嵌合連結され
る。
【００２７】
　図１に示される本願発明に係るコネクタ装置の一例を成すリセプタクルコネクタ１１は
、図２及び図３にも示されるように、合成樹脂等の絶縁材料によって形成されたハウジン
グ１４を備えており、ハウジング１４は配線基板１３における図１において上方に向いた
面（以下、上面という。）に配されている。
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【００２８】
　ハウジング１４は、各々が相手側コネクタ装置であるプラグコネクタ１２におけるハウ
ジング３１（相手側ハウジング）に設けられた後述される嵌合凸部が嵌合挿入される、一
対の嵌合凹部１４ａを形成している。そして、一対の嵌合凹部１４ａは、夫々がハウジン
グ１４の長手方向である所定の方向（以下、ハウジング長手方向という）に伸びるものと
されていて、互いに平行に配されている。ハウジング１４が形成する嵌合凹部１４ａとプ
ラグコネクタ１２のハウジング３１に設けられた嵌合凸部とは、夫々が嵌合係合部を構成
している。
【００２９】
　ハウジング１４には、各々が弾性を有した導電性板材により形成された屈曲帯状部材を
成す複数のシグナルコンタクト１５及びグラウンドコンタクト１６（第１のコンタクト）
が各々がハウジング長手方向に伸びる２個の列を成すものとされて配列配置されている。
図１に示される本願発明に係るコネクタ装置の一例を成すリセプタクルコネクタ１１にお
いては、シグナルコンタクト１５とグラウンドコンタクト１６とが、隣り合う２個のグラ
ウンドコンタクト１６の間に複数個のシグナルコンタクト１５が配される態様をもって配
列されているが、本願発明に係るコネクタ装置にあっては、ハウジングに複数のシグナル
コンタクトと少なくとも一つのグラウンドコンタクトとが配列配置されるものとされても
よい。
【００３０】
　そして、複数のシグナルコンタクト１５の夫々には、配線基板１３の上面に設けられた
シグナル用配線端子部１３Ｓ（図５に示されている。）に接続されるシグナル接続端子部
１５ａと、嵌合凹部１４ａ内に配されてプラグコネクタ１２（相手側コネクタ装置）に備
えられる後述される相手側シグナルコンタクトに当接する接触接続部１５ｂとが設けられ
ている。また、複数のグラウンドコンタクト１６の夫々にも、配線基板１３の上面に設け
られたグラウンド用配線端子部１３Ｇ（図５に示されている。）に接続されるグラウンド
接続端子部１６ａと、嵌合凹部１４ａ内に配されてプラグコネクタ１２に備えられる後述
される相手側グラウンドコンタクトに当接する接触接続部１６ｂとが設けられている。
【００３１】
　また、ハウジング１４の外面部には、第１の導電性シェル１８Ａと第２の導電性シェル
１８Ｂとが取り付けられている。これら第１の導電性シェル１８Ａ及び第２の導電性シェ
ル１８Ｂの夫々は、弾性を有した金属板材に打抜き・曲げ加工が施されて形成されたもの
とされている。
【００３２】
　第１の導電性シェル１８Ａは、ハウジング１４における各々がハウジング長手方向に伸
びる一対の相互対向外側面部である外側面部１４ｂ及び外側面部１４ｃのうちの外側面部
１４ｂに沿って帯状に伸びる本体部２０Ａと、本体部２０Ａの両端部分から夫々屈曲して
伸びる一対の端部２１Ａとを有している。また、第２の導電性シェル１８Ｂは、ハウジン
グ１４における各々がハウジング長手方向に伸びる一対の相互対向外側面部である外側面
部１４ｂ及び外側面部１４ｃのうちの外側面部１４ｃに沿って帯状に伸びる本体部２０Ｂ
と、本体部２０Ｂの両端部分から夫々屈曲して伸びる一対の端部２１Ｂとを有している。
【００３３】
　そして、第１の導電性シェル１８Ａと第２の導電性シェル１８Ｂとをハウジング１４か
ら分離された状態をもって示す図３に明瞭に示されるように、第１の導電性シェル１８Ａ
の本体部２０Ａには、それが伸びる方向に沿って所定の間隔を置いた複数のコンタクト係
合部２２Ａが設けられている。複数のコンタクト係合部２２Ａの夫々は、第１の導電性シ
ェル１８Ａがハウジング１４の外面部に取り付けられたとき複数のグラウンドコンタクト
１６のグラウンド接続端子部１６ａに対応することになる、第１の導電性シェル１８Ａの
本体部２０Ａにおける複数の部位の夫々に形成されている。即ち、第１の導電性シェル１
８Ａは、その本体部２０Ａにおける複数のグラウンドコンタクト１６のグラウンド接続端
子部１６ａに対応することになる複数の部位に夫々形成された複数のコンタクト係合部２



(9) JP 6399342 B2 2018.10.3

10

20

30

40

50

２Ａを有していることになる。
【００３４】
　複数のコンタクト係合部２２Ａの夫々は二股形状を成しており、第１の導電性シェル１
８Ａがハウジング１４の外面部に取り付けられたとき、二股形状を成したコンタクト係合
部２２Ａが複数のグラウンドコンタクト１６のうちの対応するもののグラウンド接続端子
部１６ａに設けられた被係合部１６ａｎ（後述される図５に示されている。) に係合する
。また、第１の導電性シェル１８Ａの本体部２０Ａの両端部分の夫々には、第１の導電性
シェル１８Ａの剛性を高める段部２３Ａが形成されており、それに加えて、ハウジング１
４に形成された被取付部１４ｄに係合する取付部２４Ａと配線基板１３に設けられたグラ
ウンド電位部（図示が省略されている。）に接続されるグラウンド接続部２９Ａが形成さ
れている。さらに、一対の端部２１Ａの夫々には、その先端部分に、第１の導電性シェル
１８Ａがハウジング１４の外面部に取り付けられたときハウジング１４の内側に向かって
突出することになる係合部２５Ａが形成されている。
【００３５】
　さらに、第１の導電性シェル１８Ａの本体部２０Ａにおけるコンタクト係合部２２Ａが
形成された部位に連なる部位には、複数のシグナルコンタクト１５のシグナル接続端子部
１５ａとの接触を回避するためのハウジング長手方向に沿って伸びる切欠部２６Ａが形成
されている
【００３６】
　このようなもとで、第１の導電性シェル１８Ａにおける本体部２０Ａの両端部分の夫々
に形成された取付部２４Ａがハウジング１４に形成された被取付部１４ｄに係合せしめら
れて、第１の導電性シェル１８Ａが、その本体部２０Ａをハウジング１４における外側面
部１４ｂに沿って伸びるものとしたもとで、ハウジング１４の外面部に取り付けられる。
その際、第１の導電性シェル１８Ａの本体部２０Ａに形成された、各々が二股形状を成す
ものとされた複数のコンタクト係合部２２Ａが複数のグラウンドコンタクト１６のグラウ
ンド接続端子部１６ａに設けられた被係合部１６ａｎに夫々係合し、それによって、第１
の導電性シェル１８Ａの本体部２０Ａがハウジング１４における外側面部１４ｂに対して
位置規制される。また、斯かる際には、第１の導電性シェル１８Ａの本体部２０Ａの両端
部分の夫々に形成されたグラウンド接続部２９Ａが、ハウジング１４が配された配線基板
１３に設けられたグラウンド電位部に接続されて、第１の導電性シェル１８Ａにグラウン
ド電位が与えられる。
【００３７】
　第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａの夫々は、第１の導電性シェル１８Ａに
おける本体部２０Ａとの連結部分を支点部分とした弾性可動部であって、第１の導電性シ
ェル１８Ａがハウジング１４の外面部に取り付けられたときハウジング１４に対する離隔
及び近接が可能とされたものを形成している。従って、一対の端部２１Ａの夫々の先端部
分に形成された係合部２５Ａは、端部２１Ａが形成する弾性可動部の自由端部分に設けら
れていることになる。
【００３８】
　第１の導電性シェルの場合と同様に、第２の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂには、
それが伸びる方向に沿って所定の間隔を置いた複数のコンタクト係合部２２Ｂが設けられ
ている。複数のコンタクト係合部２２Ｂの夫々は、第２の導電性シェル１８Ｂがハウジン
グ１４の外面部に取り付けられたとき複数のグラウンドコンタクト１６のグラウンド接続
端子部１６ａに対応することになる、第２の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂにおける
複数の部位の夫々に形成されている。即ち、第２の導電性シェル１８Ｂは、その本体部２
０Ｂにおける複数のグラウンドコンタクト１６のグラウンド接続端子部１６ａに対応する
ことになる複数の部位に夫々形成された複数のコンタクト係合部２２Ｂを有していること
になる。
【００３９】
　複数のコンタクト係合部２２Ｂの夫々は二股形状を成しており、第２の導電性シェル１
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８Ｂがハウジング１４の外面部に取り付けられたとき、二股形状を成したコンタクト係合
部２２Ｂが複数のグラウンドコンタクト１６のうちの対応するもののグラウンド接続端子
部１６ａに設けられた被係合部１６ａｎに係合する。また、第２の導電性シェル１８Ｂの
本体部２０Ｂの両端部分の夫々には、第２の導電性シェル１８Ｂの剛性を高める段部２３
Ｂが形成されており、それに加えて、ハウジング１４に形成された被取付部１４ｄに係合
する取付部２４Ｂと配線基板１３に設けられたグラウンド電位部（図示が省略されている
。）に接続されるグラウンド接続部２９Ｂが形成されている。さらに、一対の端部２１Ｂ
の夫々には、その先端部分に、第２の導電性シェル１８Ｂがハウジング１４の外面部に取
り付けられたときハウジング１４の内側に向かって突出することになる係合部２５Ｂが形
成されている。
【００４０】
　さらに、第２の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂにおけるコンタクト係合部２２Ｂが
形成された部位に連なる部位には、複数のシグナルコンタクト１５のシグナル接続端子部
１５ａとの接触を回避するためのハウジング長手方向に沿って伸びる切欠部２６Ｂが形成
されている。
【００４１】
　このようなもとで、第２の導電性シェル１８Ｂにおける本体部２０Ｂの両端部分の夫々
に形成された取付部２４Ｂがハウジング１４に形成された被取付部１４ｄに係合せしめら
れて、第２の導電性シェル１８Ｂが、その本体部２０Ｂをハウジング１４における外側面
部１４ｃに沿って伸びるものとしたもとで、ハウジング１４の外面部に取り付けられる。
その際、第２の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂに形成された、各々が二股形状を成す
ものとされた複数のコンタクト係合部２２Ｂが複数のグラウンドコンタクト１６のグラウ
ンド接続端子部１６ａに設けられた被係合部１６ａｎに夫々係合し、それによって、第２
の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂがハウジング１４における外側面部１４ｃに対して
位置規制される。また、斯かる際には、第２の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂの両端
部分の夫々に形成されたグラウンド接続部２９Ｂが、ハウジング１４が配された配線基板
１３に設けられたグラウンド電位部に接続されて、第２の導電性シェル１８Ｂにグラウン
ド電位が与えられる。
【００４２】
　第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂの夫々は、第２の導電性シェル１８Ｂに
おける本体部２０Ｂとの連結部分を支点部分とした弾性可動部であって、第２の導電性シ
ェル１８Ｂがハウジング１４の外面部に取り付けられたときハウジング１４に対する離隔
及び近接が可能とされたものを形成している。従って、一対の端部２１Ｂの夫々の先端部
分に形成された係合部２５Ｂは、端部２１Ｂが形成する弾性可動部の自由端部分に設けら
れていることになる。
【００４３】
　上述のようにして、第１の導電性シェル１８Ａと第２の導電性シェル１８Ｂとがハウジ
ング１４の外面部に取り付けられたもとにあっては、第１の導電性シェル１８Ａの一対の
端部２１Ａの夫々の先端部分に形成された係合部２５Ａと第２の導電性シェル１８Ｂの一
対の端部２１Ｂの夫々の先端部分に形成された係合部２５Ｂとが相互近接した位置に配さ
れる。
【００４４】
　ハウジング１４における複数のシグナルコンタクト１５及びグラウンドコンタクト１６
の配列方向であるハウジング長手方向の両端部には、上述の被取付部１４ｄが複数個設け
られており、それに加えて、各々が、ハウジング１４の外面部に取り付けられた第１の導
電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａの夫々の先端部分に形成された係合部２５Ａとハウ
ジング１４の外面部に取り付けられた第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂの夫
々の先端部分に形成された係合部２５Ｂとを相互近接した状態をもってハウジング１４の
外側から内側に通すものとされた、一対の通路部１４ｅが夫々設けられている。それによ
り、図２における一点鎖線枠Ｂ内を拡大して示す図４に明瞭に示されるように、第１の導
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電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａの夫々の先端部分に形成された係合部２５Ａと第２
の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂの夫々の先端部分に形成された係合部２５Ｂと
は、相互近接した状態をもってハウジング１４に設けられた一対の通路部１４ｅのうちの
一つを共通のものとして通じて、ハウジング１４の外側から内側に達することになる。
【００４５】
　図１における一点鎖線枠Ａ内を拡大して示す図５に示されるように、複数のグラウンド
コンタクト１６の夫々における、配線基板１３の上面に設けられたグラウンド用配線端子
部１３Ｇに接続されるグラウンド接続端子部１６ａに設けられた被係合部１６ａｎは、グ
ラウンド接続端子部１６ａにおける他の部分より狭幅とされた括れ部を成している。そし
て、ハウジング１４の外面部に取り付けられた第２の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂ
に設けられた、各々が二股形状を成す複数のコンタクト係合部２２Ｂの夫々が、グラウン
ドコンタクト１６のグラウンド接続端子部１６ａにおける括れ部を成す被係合部１６ａｎ
に係合する。それにより、複数のコンタクト係合部２２Ｂの夫々が、それが係合するグラ
ウンドコンタクト１６のグラウンド接続端子部１６ａにおける括れ部を成す被係合部１６
ａｎによって位置規制され、その結果、複数のコンタクト係合部２２Ｂが設けられた第２
の導電性シェル１８Ｂの本体部２０Ｂのハウジング１４の外側面部１４ｃに対する位置が
規制される。
【００４６】
　また、図示はされていないが、上述の複数のコンタクト係合部２２Ｂと同様に、ハウジ
ング１４の外面部に取り付けられた第１の導電性シェル１８Ａの本体部２０Ａに設けられ
た、各々が二股形状を成す複数のコンタクト係合部２２Ａの夫々も、グラウンドコンタク
ト１６のグラウンド接続端子部１６ａにおける括れ部を成す被係合部１６ａｎに係合する
。それにより、複数のコンタクト係合部２２Ａの夫々が、それが係合するグラウンドコン
タクト１６のグラウンド接続端子部１６ａにおける括れ部を成す被係合部１６ａｎによっ
て位置規制され、その結果、複数のコンタクト係合部２２Ａが設けられた第１の導電性シ
ェル１８Ａの本体部２０Ａのハウジング１４の外側面部１４ｂに対する位置が規制される
。
【００４７】
　図１に示される相手側コネクタ装置を成すプラグコネクタ１２は、合成樹脂等の絶縁材
料によって形成されたハウジング３１（相手側ハウジング）を備えており、実用に供され
る際には、図示が省略された他の配線基板（以下、相手側配線基板という。）に装着され
て、ハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４が配された配線基板１
３に対面近接するものとされるプラグコネクタ側配線基板に配される。そして、ハウジン
グ３１には、各々がリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４が形成する一対の嵌合凹
部１４ａのうちの一つに嵌合挿入される、一対の嵌合凸部３１ａ（後述される図１１に示
されている。）が設けられている。そして、一対の嵌合凸部３１ａは、夫々がハウジング
３１の長手方向に伸びるものとされていて、互いに平行に配されている。
【００４８】
　プラグコネクタ１２のハウジング３１に設けられた一対の嵌合凸部３１ａが、リセプタ
クルコネクタ１１のハウジング１４が形成する一対の嵌合凹部１４ａに夫々嵌合挿入され
るときには、プラグコネクタ１２のハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジ
ング１４に嵌入係合するものとされる。
【００４９】
　そして、プラグコネクタ１２のハウジング３１には、各々が弾性を有した導電性板材に
より形成された屈曲帯状部材を成す複数の相手側シグナルコンタクト３２及び相手側グラ
ウンドコンタクト３３が２個の列を成すものとされて配列配置されている。相手側シグナ
ルコンタクト３２と相手側グラウンドコンタクト３３とは、隣り合う 2個の相手側グラウ
ンドコンタクト３３の間に複数個の相手側シグナルコンタクト３２が配される態様をもっ
て配列されている。そして、複数の相手側シグナルコンタクト３２の夫々には、相手側配
線基板に設けられたシグナル用配線端子部（図示されていない。）に接続される基板接続
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部３２ａと、嵌合凸部３１ａに配されてリセプタクルコネクタ１１に備えられるシグナル
コンタクト１５における接触接続部１５ｂが当接する接触接続部３２ｂ（図１１に示され
ている。）とが設けられている。また、複数の相手側グラウンドコンタクト３３の夫々に
も、相手側配線基板に設けられたグラウンド用配線端子部（図示されていない。）に接続
される基板接続部３３ａと、嵌合凸部３１ａに配されてリセプタクルコネクタ１１に備え
られるグラウンドコンタクト１６における接触接続部１６ｂが当接する接触接続部（図示
されていない。）とが設けられている。
【００５０】
　また、ハウジング３１における複数の相手側シグナルコンタクト３２及び相手側グラウ
ンドコンタクト３３の配列方向の両端部には、一対の金属部材３４が、複数の相手側シグ
ナルコンタクト３２及び相手側グラウンドコンタクト３３の配列方向において相互対向す
るものとして固定されている。これら一対の金属部材３４の夫々は、ハウジング３１にお
ける、ハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４との嵌入係合状態を
とるとき、ハウジング１４に取り付けられた第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１
Ａのうちの一つとハウジング１４に取り付けられた第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端
部２１Ｂのうちの一つとの組に対応する部分に配されていることになり、一対の端部２１
Ａのうちの一つの先端部分に形成された係合部２５Ａと一対の端部２１Ｂのうちの一つの
先端部分に形成された係合部２５Ｂとが、金属部材３４に当接係合する。
【００５１】
　一対の金属部材３４の夫々は、肉厚を比較的大とする金属板材に打抜き・曲げ加工が施
されて形成される。図６は、プラグコネクタ１２のハウジング３１から一対の金属部材３
４が分離された状態を示す。図６における一点鎖線円Ｃ内を拡大して示す図７に明瞭に示
されるように、一対の金属部材３４の夫々は、ハウジング３１の端部に固定される板状固
定部３５と板状固定部３５からハウジング３１の端部の外部に臨むべく折り返して伸びる
折返部３６とを有している。そして、折返部３６には、両端部に一対の金属部材３４が夫
々固定されたハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４との嵌入係合
状態をとって、ハウジング１４に取り付けられた第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部
２１Ａのうちの一つの先端部分に形成された係合部２５Ａとハウジング１４に取り付けら
れた第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの一つの先端部分に形成された
係合部２５Ｂとが金属部材３４に当接係合するとき、それらの係合部２５Ａと係合部２５
Ｂとを受ける係合受部３７が設けられている。
【００５２】
　図８，図９及び図１０は、配線基板１３に装着されたリセプタクルコネクタ１１にプラ
グコネクタ１２が嵌合連結された状態を、プラグコネクタ１２が装着された相手側配線基
板の図示を省略して示している。リセプタクルコネクタ１１にプラグコネクタ１２が嵌合
連結されたときには、両端部に一対の金属部材３４が夫々固定されたプラグコネクタ１２
のハウジング３１が、外面部に第１の導電性シェル１８Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂ
が取り付けられたリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４に嵌入係合したものとされ
る。
【００５３】
　プラグコネクタ１２のハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４に
嵌入係合したもとにあっては、図１０におけるXI-XI 線断面を示す図１１に示されるよう
に、リセプタクルコネクタ１１の複数のシグナルコンタクト１５の夫々における嵌合凹部
１４ａ内に配された接触接続部１５ｂが、プラグコネクタ１２の複数の相手側シグナルコ
ンタクト３２の夫々における嵌合凸部３１ａに配された接触接続部３２ｂに当接する。そ
れにより、複数の相手側シグナルコンタクト３２が複数のシグナルコンタクト１５に夫々
電気的に接続され、プラグコネクタ１２が装着された相手側配線基板に設けられたシグナ
ル用配線端子部が、複数の相手側シグナルコンタクト３２及び複数のシグナルコンタクト
１５を通じて、リセプタクルコネクタ１１が装着された配線基板１３に設けられたシグナ
ル用配線端子部１３Ｓに連結される。
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【００５４】
　また、図示は省略されているが、リセプタクルコネクタ１１の複数のグラウンドコンタ
クト１６の夫々における嵌合凹部１４ａ内に配された接触接続部１６ｂが、プラグコネク
タ１２の複数の相手側グラウンドコンタクト３３の夫々における嵌合凸部３１ａに配され
た接触接続部３３ｂに当接する。それにより、複数の相手側グラウンドコンタクト３３が
複数のグラウンドコンタクト１６に夫々電気的に接続され、プラグコネクタ１２が装着さ
れた相手側配線基板に設けられたグラウンド用配線端子部が、複数の相手側グラウンドコ
ンタクト３３及び複数のグラウンドコンタクト１６を通じて、リセプタクルコネクタ１１
が装着された配線基板１３に設けられたグラウンド用配線端子部１３Ｇに連結される。
【００５５】
　さらに、プラグコネクタ１２のハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジン
グ１４に嵌入係合したもとにあっては、図１０におけるXII-XII 線断面を示す図１２に示
されるように、リセプタクルコネクタ１１のハウジング１４の外面部に取り付けられた第
１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａのうちの一方の先端部分に設けられた係合部
２５Ａと、リセプタクルコネクタ１１のハウジング１４の外面部に取り付けられた第２の
導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの一方の先端部分に設けられた係合部２５
Ｂとが、プラグコネクタ１２のハウジング３１の両端部に夫々固定された一対の金属部材
３４のうちの一方に、それにおける係合受部３７に当接して当接係合する。また、図示は
省略されているが、リセプタクルコネクタ１１のハウジング１４の外面部に取り付けられ
た第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａのうちの他方の先端部分に設けられた係
合部２５Ａと、リセプタクルコネクタ１１のハウジング１４の外面部に取り付けられた第
２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの他方の先端部分に設けられた係合部
２５Ｂとが、プラグコネクタ１２のハウジング３１の両端部に夫々固定された一対の金属
部材３４のうちの他方に、それにおける係合受部３７に当接して当接係合する。
【００５６】
　このようにして、第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａのうちの一方の先端部
分に設けられた係合部２５Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの
一方の先端部分に設けられた係合部２５Ｂが一対の金属部材３４のうちの一方に当接係合
するとともに、第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａのうちの他方の先端部分に
設けられた係合部２５Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの他方
の先端部分に設けられた係合部２５Ｂが一対の金属部材３４のうちの他方に当接係合する
ことにより、第１の導電性シェル１８Ａにおける一対の端部２１Ａが一対の金属部材３４
を通じて第２の導電性シェル１８Ｂにおける一対の端部２１Ｂに夫々連結されて、第１の
導電性シェル１８Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂと一対の金属部材３４とによりリセプ
タクルコネクタ１１のハウジング１４の外側面部を包囲する金属環状体が形成される。斯
かる第１の導電性シェル１８Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂと一対の金属部材３４とに
より形成される金属環状体は、ハウジング１４を有したリセプタクルコネクタ１１とハウ
ジング１４に嵌入係合したハウジング３１を有したプラグコネクタ１２に対する電磁シー
ルド部材として機能する。
【００５７】
　また、第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａのうちの一方の先端部分に設けら
れた係合部２５Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの一方の先端
部分に設けられた係合部２５Ｂが一対の金属部材３４のうちの一方に当接係合するととも
に、第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａのうちの他方の先端部分に設けられた
係合部２５Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂのうちの他方の先端部分
に設けられた係合部２５Ｂが一対の金属部材３４のうちの他方に当接係合したもとにあっ
ては、一対の金属部材３４の夫々に当接係合した係合部２５Ａ及び係合部２５Ｂによって
プラグコネクタ１２のハウジング３１がリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４に対
して係止される。
【００５８】
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　このようなもとで、第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａの夫々は、第１の導
電性シェル１８Ａの本体部２０Ａとの連結部分を支点部分としたハウジング１４に対する
離隔及び近接が可能とされた弾性可動部を形成していて、その先端部分に設けられた係合
部２５Ａを金属部材３４に弾性的に当接係合させる。従って、ハウジング１４の外側面部
に沿って伸びる本体部２０Ａと本体部２０Ａの両端部分から夫々屈曲して伸びる一対の端
部２１Ａとを有した第１の導電性シェル１８Ａの一対の端部２１Ａが、ハウジング１４が
配された配線基板１３の面に沿う方向において弾性揺動するものとなり、それにより、そ
れに設けられた係合部２５Ａが金属部材３４に弾性的に当接係合せしめられる。同様に、
第２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂの夫々は、第２の導電性シェル１８Ｂの本
体部２０Ｂとの連結部分を支点部分としたハウジング１４に対する離隔及び近接が可能と
された弾性可動部を形成していて、その先端部分に設けられた係合部２５Ｂを金属部材３
４に弾性的に当接係合させる。従って、ハウジング１４の外側面部に沿って伸びる本体部
２０Ｂと本体部２０Ｂの両端部分から夫々屈曲して伸びる一対の端部２１Ｂとを有した第
２の導電性シェル１８Ｂの一対の端部２１Ｂが、ハウジング１４が配された配線基板１３
の面に沿う方向において弾性揺動するものとなり、それにより、それに設けられた係合部
２５Ｂが金属部材３４に弾性的に当接係合せしめられる。
【００５９】
　それにより、第１の導電性シェル１８Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂの夫々は、リセ
プタクルコネクタ１１のハウジング１４が配された配線基板１３の面から突出する方向の
寸法の増大をまねくことなく、その一対の端部２１Ａの夫々の先端部分に設けられた係合
部２５Ａあるいはその一対の端部２１Ｂの夫々の先端部分に設けられた係合部２５Ｂを比
較的大なる弾性押圧力をもって金属部材３４に当接係合させて、プラグコネクタ１２のハ
ウジング３１についてのリセプタクルコネクタ１１のハウジング１４に対する係止を確実
に行うことができることになる。
【００６０】
　上述のような本願発明に係るコネクタ装置の一例を成すリセプタクルコネクタ１１は、
複数のシグナルコンタクト１５とグラウンドコンタクト１６とが配列配置されて配線基板
１３上に配されるハウジング１４と、ハウジング１４の外面部に取り付けられて配線基板
１３におけるグラウンド電位部に接続される第１及び第２の導電性シェル１８Ａ及び１８
Ｂとを備えて構成されていて、プラグコネクタ１２が相手側コネクタ装置として嵌合連結
されるものとして用いることができる。そして、リセプタクルコネクタ１１にあっては、
ハウジング１４の外面部に取り付けられる第１及び第２の導電性シェル１８Ａ及び１８Ｂ
が、ハウジング１４における複数のシグナルコンタクト１５とグラウンドコンタクト１６
との配列方向であるハウジング長手方向に伸びる一対の外側面部１４ｂ及び１４ｃに夫々
沿うものとされた本体部２０Ａ及び２０Ｂを有したもとで配線基板１３におけるグラウン
ド電位部に接続されるものとされ、それにより、ハウジング１４に配列配置されて保持さ
れた複数のシグナルコンタクト１５に対する外部からの電磁波ノイズに対するシールド作
用をもたらす。
【００６１】
　斯かるもとで、第１の導電性シェル１８Ａが、ハウジング長手方向に伸びるハウジング
１４の外側面部１４ｂに沿うものとされた本体部２０Ａにおけるグラウンドコンタクト１
６のグラウンド接続端子部１６ａに対応する部位に形成されたコンタクト係合部２２Ａを
有していて、そのコンタクト係合部２２Ａがグラウンド接続端子部１６ａに設けられた括
れ部を成す被係合部１６ａｎに係合し、それによりハウジング１４における外側面部１４
ｂに対して位置決めされ、また、第２の導電性シェル１８Ｂが、ハウジング長手方向に伸
びるハウジング１４の外側面部１４ｃに沿うものとされた本体部２０Ｂにおけるグラウン
ドコンタクト１６のグラウンド接続端子部１６ａに対応する部位に形成されたコンタクト
係合部２２Ｂを有していて、そのコンタクト係合部２２Ｂがグラウンド接続端子部１６ａ
に設けられた括れ部を成す被係合部１６ａｎに係合し、それによりハウジング１４におけ
る外側面部１４ｃに対して位置決めされるので、リセプタクルコネクタ１１によれば、ハ
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れることなく小型・軽量化を図ることができ、さらに、配線基板１３から突出する方向の
寸法である厚み寸法を低減させる低背化を図ることができるもとで、第１の導電性シェル
１８Ａのハウジング１４における外側面部１４ｂに対する位置決め及び第２の導電性シェ
ル１８Ｂのハウジング１４における外側面部１４ｃに対する位置決めを適正かつ確実に行
うことができることになる。それにより、ハウジング１４の厚み寸法が低減されて低背化
が図られ、それに伴って、ハウジング１４の厚み方向に沿う方向の寸法である第１の導電
性シェル１８Ａ及び第２の導電性シェル１８Ｂの夫々の幅寸法が低減されるもとにあって
も、例えば、第１の導電性シェル１８Ａのハウジング１４における外側面部１４ｂから離
隔する反出しあるいは第２の導電性シェル１８Ｂのハウジング１４における外側面部１４
ｃから離隔する反出しを生じてしまう虞が回避される。
【産業上の利用可能性】
【００６２】
　以上のような本願発明に係るコネクタ装置は、複数のシグナルコンタクトと少なくとも
一つのグラウンドコンタクトとが配列配置されて配線基板上に配されるハウジングと、ハ
ウジングにおける外側面部に取り付けられて配線基板におけるグラウンド電位部に接続さ
れる導電性シェルとを備えて構成されて、相手側コネクタ装置としてプラグコネクタが嵌
合連結されるリセプタクルコネクタとして用いることができ、それに加えて、ハウジング
についてその外側面部の肉厚を比較的大とすることが要されることなく小型・軽量化を図
ることができ、さらには、配線基板から突出する方向の寸法である厚み寸法を低減させる
低背化を図ることができるもとで、導電性シェルのハウジングにおける外側面部に対する
位置決めを適正かつ確実に行うことができて、様々な電子機器等に広く適用され得るもの
である。
【符号の説明】
【００６３】
　１1 ・・・リセプタクルコネクタ，　１２・・・プラグコネクタ（相手側コネクタ装置
），　１３・・・配線基板，　１４・・・ハウジング，　１４ａ・・・嵌合凹部，　１４
ｂ，１４ｃ・・・外側面部，　１４ｄ・・・被取付部，　１４ｅ・・・通路部，　１５・
・・シグナルコンタクト，　１５ａ・・・シグナル接続端子部，　１６・・・グラウンド
コンタクト，　１６ａ・・・グラウンド接続端子部，　１６ａｎ・・・被係合部，　１８
Ａ・・・第１の導電性シェル，　１８Ｂ・・・第２の導電性シェル，　２０Ａ，２０Ｂ・
・・本体部，　２１Ａ，２１Ｂ・・・端部，　２２Ａ，２２Ｂ・・・コンタクト係合部，
　２３Ａ，２３Ｂ・・・段部，　２４Ａ，２４Ｂ・・・取付部，　２５Ａ，２５Ｂ・・・
係合部，　２９Ａ，２９Ｂ・・・グラウンド接続部，　３１・・・ハウジング（相手側ハ
ウジング），　３２・・・相手側シグナルコンタクト，　３３・・・相手側グラウンドコ
ンタクト，　３４・・・金属部材，　３５・・・板状固定部，　３６・・・折返部，　３
７・・・係合受部
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